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は，  調和一形式を持たない． 









系． 正のリッチ曲率をもつ完備非コンパクトケーラー多様体は，  調和一形式を持たない． 
 ケーラー多様体内の完備非コンパクト極小ラグランジュ部分多様体のハミルトン安定性については，
B. Palmer により次のことが知られている：「ケーラー多様体 (M , g ) のリッチ曲率が，ある定数 c 
>0 に対し Ric≧cg を満たすとする．また M の極小ラグランジュ部分多様体 L が少なくとも２つの非




「L が安定ならば非放物的なエンドを持たない」ことを主張している．  
Palmer は上記定理に関して次のような例を与えている．種数 g >1 の閉曲面 の三次元球面への極
小はめ込みを考える．すると，そのガウス写像 G は から複素二次超曲面への極小ラグランジュはめ
込みを与える． の非自明なループをとり，そのループが生成する基本群の部分群で の普遍被覆を
割った空間を X とすると，X は２つの非放物的なエンドをもつ．G の X へのリフトはまた極小ラグラ
ンジュはめ込みとなるため，Palmer の定理より G の X へのリフトはハミルトン安定ではない．この
例について，より一般に の任意の無限ガロア被覆 X を考える．すると，X は  調和一形式を持つ








 その他，第５章においては，イソトロピック部分多様体について考察する．E. Goldstein により，
次元複素射影空間内の自然な 次元複素射影空間 ( < ) はハミルトン体積最小なイソトロピック部分
多様体であることが示された．イソトロピック部分多様体のハミルトン体積最小問題のため，イソト
ロピック部分多様体の安定性を調べることには意味がある．イソトロピック部分多様体の完全安定性



































ランジュ部分多様体 L の位相を L2調和 1-形式で特徴付けた事である． 
 
L がコンパクトのときは先行研究により，安定より少し弱いラグランジュ安定を仮定すると，H1(l,R)=0 が






完備安定極小ラグランジュ部分多様体 L 上に L２調和１形式αがあったと仮定して，対応するベクトル場に
カットオフ関数を書け，コンパクトな場合よりかなり複雑になる第２変分公式を調べる事により，α＝0 で
なければならない事を示した．すなわち L 上，L２調和１形式は存在しない． 
 
L２調和１形式の非存在は L の位相を制限する．すなわち，L には L を分断するような余次元１のサイクルは
存在しない．従って曲面のときには L は複素平面 C，あるいは C から１点を除いたものしかあり得ない．こ
うして L の位相構造，より強く共形構造が確定するが，実際にそのような例があるか，また，外側の空間の
曲率条件を弱められるかなど更に検討中である． 
 
続く課題は安定極小を弱めた H-安定極小（ハミルトン変形に限った場合の体積極小安定）ラグランジュ部
分多様体を調べる事である．M により強い条件，ユニフォームリッチ曲率正を仮定するとき，非コンパクト
完備 H-安定極小ラグランジュ部分多様体の非存在が予想されている．これに挑むには，サポートコンパク
トなハミルトン変形を考える必要がある．また，バックリング固有値というある種の Jacobi 作用素の固有
値問題が手法として存在するので，高階微分作用素のスペクトル問題と結びつき，今後の展開が期待される． 
 
以上の成果は，自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している．し
たがって，植木聡之氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める． 
 
